
-・

ツ
ポ
ヤ
マ
坪
山

初同，

mM作
山
(
部
許
取
引
〉
に
在

る
。
或
は
作
引
山
に
も
読
升
山
に
も
作
。
、
山
上
に

怨
跡
が
あ
っ
て
、
末
森
械
の
問
問
凶
粁
品
川
中
」
断
る
。

米
森
記
天
正
十
ご
年
に
、『
九
M
十
一
日
米
議
城
へ
佐

々
内
磁
助
人
数
を
出
し
、
設
身
は
二
単
協
つ
ほ
ゐ
山

と
い
ふ
所
に
本
仰
を
す
ゑ
、
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ

る
。
筑
制
氏
続
記
に
、
佐
々
成
政
が
獄
町
村
に
陣
取

っ
た
と
い
」
は
、
誠
弁
山
の
諜
で
あ
る
と
す
る
。

ツ
ボ
ヤ
マ

郁
孫
。

も
、
甲
は
地
内
叫
=
一
千
歩
、
乙
は
二
千
歩
、
パ
は
千
歩

な
る
時
は
、川
地
別
併
の
後
、
巾
の
草
刊
を
十
出
石、

乙
を
十
布
、
内
を
五
一
行
と
稿
せ
し
め
る
。

会
一
〉
高
平
均

l
地
味
に
高
下
の
器
あ
る
も
、
誌
上
納

は
一
両
懸
り
を
以
て

u
mし
た
る
掛
合
、
即
ち
叩
は
下

問
三
千
歩
、
乙
は
中
凶
二
千
歩
、
内
は
下
山
千
歩
を

以
て
各
草
高
十
討
と
群
し
た
る
時
、
旧
地
別
に
よ
。

て
三
人
共
に
上
中
ド
凶
を
泌
ぜ
る
も
の
二
千
歩
を
泣

け
、
草
刊
は
泊
の
如
く
十
石
と
都
せ
し
め
る
。

(
四
〉山
肌
円
打

l
一
村
の
惣
歩
を
側
悦
し
て
、
部
前
一

石
に
射
す
る
代
際
の
地
約
を
何

MmL、
χ
合
入
所
有

の
草
一
一
品
と
地
杭
の
川
合
を
考
へ

、
そ
の
少
き
者
よ
り

多
き
者
に
典
へ

、
一山
し
て
川
地
問
に
よ
り
て
典
ふ
る

m地
は
、
各
人
本
来
の
持
一
一
両
に
正
比
例
す
る
如
〈
分

刈
ず
る
を
い
」
。
尻

H
打
は
、
各
人
に
引
椛
な
か
ら

し
め
る
鈴
、
代
銭
を
授
JFA
す
る
お
味
で
あ
る
。

(
五
〉
作
徳
平
均

l
各
人
の
公
桝
持
制
附

一
に
し
て
、

旧
剥
そ
の
仙
の
諦
懸
0
閉
鎖
な
る
も
、
日
際
の
地
獄

を
異
に
し
、卸
付
米
と
手
取
作
徳
米
に
器
等
あ
る
時
、

川
地
訓
に
よ
り
て
、
符
，M
・
地
的
・
卸
利
米
定
納
ロ

米
・
諸
怒
り
を
各
人
同
一
比
例
な
ら
し
め
、
川
も
間
出

品
川
の
手
取
作
総
米
を
附
加
刊
の
如
〈
な
ら
し
め
る
を
い

-A

。

坪
山

刻
同
榔
抑
水
中
山
に
幽
す
る

ツ
ポ
ヰ
カ
ン
ベ
エ
坪
井
官
兵
衛
同
国
一
京
十
六
年

御
歩
小
町
と
し
て
新
知
川
石
を
受
け
、
允
文
一
均
年
組

外
に
班
し
て
郎
胎
御
前
附
御
用
人
孤
と
な
り
、
延
事

二
年
玉
出
凶
器
行
に
任
じ
、
貸
出
町
イ
二
年
免
ぜ
ら
れ
た
。

子
政
相
続
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

ツ
ポ
ヰ
ヤ
マ
坪
井
山

J
ツ
ポ
ヤ
マ
坪
山
。

ツ
ム
ギ
津
向

腹
心
総
矢
問
郷
に
図
す
る
部
務
。

天
正
巾
の
中
川
申問中↑
、
文
称
巾
の
浅
野
幸
投
は
共
に

こ
の
地
に
割
問
し
、
元
品
料
中
刊
同
容
畠
興
も
こ
与
に
配

抗
せ
ら
れ
た
。

ツ
ム
ラ
ジ
マ

津
無
夏
島

臥
摂
仰
前
彼
の
出
附

に
あ
る
丸
山
吉
、
そ
れ
か
ら
雨
が
神
山
田
の
地
域
に
な

る
。
上
に
小
洞
が
あ
っ
て
出
無
良
品
枇
と
い
ふ
。
様

雌
拠
出
川
は
つ
ぶ
ら
れ
叫
と
も
引
い
て
あ
る
。

ツ
メ
ニ
ン
信
人

組
耐
士
以
下
の
滞
を
出
で
、
江

戸
・
一
京
都
・
大
反
響
の
滞
邸
に
在
測
す
る
も
の
を
い

」
。
そ
の
附
川
滞
侠
に
臨
ひ
出
府
し
て
、
や
が
て
附

凶
ず
る
も
の
で
は
な
く
‘
長
期
に
瓦
っ
て
開
留
す
る

宥
を
定
的
と
名
づ
け
た
。

ツ
メ
マ
イ
詰
米

J
タ
一フマ

イ
縦
米
。

ツ
モ
リ
メ
ン

悶
完
滞
政
の
附
、
新
山
聞
の
凶
に

的
L
、
何
年
収
槌
を
見
続
っ
て
定
め
る
%
相
を
い
う

た
。
御
淀
川
悦
に
、『
例
記
加
は
、
宅
問
刊
を
以
見
附
り
候

に
付
、
見
分
以
前
苅
取
候
印
刷
別
耐
致
内
味
候
。
但
水

付
等
に
成
、
毛
市
山
錐
武
也
羽
田
聞
は
、
イ
村
等
承
白
、

見
分
以
前
均
刻
取
候
も
有
之
候
。
川
(
時
は
に
う
に
獄
、

県
印
刷
に
治
見
分
候
都
。
』
と
見
え
る
。

ツ
モ
リ
メ
ン
シ
ン
カ
イ

閏
克
新
聞

イ
新
聞
。

ツ
ラ
ガ
カ
リ
苗
懸

測
。
ツ
ラ
ハ
リ
セ
ン
ベ
イ
つ
ら
は
り
煎
餅

石
川
都

宮
腹
〈
今
金
石
〉
の
名
物
吉
、
小
袋
粉
を
以
て
製
し
、

ー
ム

一フ
マ
ン
グ
ウ ー
シ
ン
カ

村
j瓦

続
い
て
掛
川
〈
筒
げ
ら
れ
た
煎
併
で
あ
る
。
つ
ら
は
り

は
空
附
れ
の
稀
で
あ
る
と
い
ふ
。

ツ
ラ
ワ
リ
ヤ
ク
面
劉
役

J
ヤ
タ
ギ
ソ
役
卸

(
金
滞
)。

ツ
ル
オ
リ
ジ
マ

曲目
下
島

J
Y
タ
モ
ワ

Y

九

h
I
L
隠さ
O

」
li
イ
ノ
溢

C

ツ
ル
ガ
シ
マ
困
問
b
q

島
能
美
都
板
津
郷
に
邸
す

る
部
古
川
。

ツ
ル
ガ
主
キ
鶴
ヶ
灘
江
沼
郡
荒
谷
に
在
る
。

協
坪
三
つ
が
次
第
に
辿
約
す
る
か
ら
、
元
来
は
望
夕

摘
で
あ
る
と
い
ひ
、
又
釣
，
椀
に
作
る
こ
と
も
あ
る
。

下
続
は
動
総
川
に
注
ぐ
。

ツ
ル
ガ
テ
イ

敦
賀
邸
鎚
前
穀
お
に
於
け
る
加

賀
滞
の
剛
山
地
は
、
そ
の
創
也
の
年
月
を
明
ら
か
に
せ

ぬ
が
、
元
利
七
年
金
相
師
団
叫
造
容
の
際
、
所
裂
の
木
材

を
近
江
大
部
か
ら
海
油
開
に
拙
辿
し
、
犯
に
前
川
怖
か
ら

敦
賀
に
限
迭
す
る
こ
と
に
閥
し
、
二
月
二
日
附
を
り

て
老
国
防
剛
山
長
知
・
本
多
政
璽
か
ら
近
江
今
津
の
必

長
甚
右
術
門
に
奥
へ
た
消
息
が
あ
っ
て
、
常
時
的
制
誌

が
上
同
よ
り
金
抑
に
物
資
を
裕
治
す
る
製
植
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
又
寛
永
四
年
の
士
幌
に
録
せ
ら

れ
た
御
側
衆
に
、
敦
到
米
関
硝
行
=
一
一
円
三
十
石
知
陳
謝

兵
衛
の
名
が
見
え
る
か
ら
、
そ
の
頃
米
政
を
也
い
た

こ
と
も
舵
知
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
粥
兵
衛
の
物
放
し

た
寛
永
十
二
年
か
ら
後
は
、
一
件
ひ
こ
の
職
名
あ
る
も

の
を
見
ず
、
市
山
治
三
年
の
頃
拙
仰
は
終
に
そ
の
地
を
間
以

却
し
た
。

ツ
ル
ギ

悶
悶
来
石
川
端
河
内
出
に
邸
す
る

mw問。

姐
凶
刺
杷
に
、
『
下
白
山
と
い
ひ
て
、
本
の
白
山
の
飽

に
剣
と
い
へ
る
所
侍
り
。
そ
の
か
み
剣
飛
来
。
L
よ

り
此
名
を
銭
し
け
る
と
な
ん
。
し
ら
山
の
泣
の
う
ち

な
る
氷
こ
そ
郡
山
の
塁
の
つ
る
ぎ
な
り
け
れ
。
』
と
あ
る

も
の
で
、
も
と
金
制
宮
の
所
在
で
あ
る
か
ら
創
と
い

ツ
ホ
1
l
ツ
ル

ツ
ル
ギ
イ
チ
パ

鶴
来
市
場

石

川

制
的
来
な
る

新
町
の
伎
に
市
出
品
が
あ
り
、
今
の
草
川
も
新
聞
附
近

に
設
け
ら
れ
る
か
ら
、
街
へ
の
鎚
〈
鴻
来
V

の
市
却
も

あ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
併
し
白
山
'目

前
雌
締
巾
記
録
に
、
述
長
四
年
六
月
二
十
H
の
洪
水

に

『
日
尻
町
必
在
家
兆
殿
前
附。
』
X
正
平
十
一
日
昨

(
延
文
元
〉
三
用
十
九
日
に
も
、
『
伏
E

大
洪
水

-g民

約
刷
失
。
平
等
管
加
市
，
在
家
的
流
失
。
』
と
あ
る
か

ら
、
白
山
富
似
の
市
却
が
平
等
寺
と
共
に
後
こ
h

に

刺
じ
た
の
で
あ
ら
う
o

J
ク
サ
イ
チ
草
市
。
ピ
ヨ

ウ
ド

ウ

ジ

平
等
寺
。

ツ
ル
ギ
カ
イ
ド
ウ

鶴
来
街
道

金
印
か
ら
石
川

部
的
来
に
荒
る
路
線
を
い
ふ
。
山
本
越
川
の
微
妙
公

御
夜
話
に
、
前
川
利
引
川
が
約
束
・
金
内
川
の
泣
作
り

を
命
ぜ
ら
れ
、
人
持
組
側
皿
(
左
衛
門
が
そ
の
務
行
を

勤
め
た
と
あ
る
。

ツ
ル
ギ
ザ
ケ

鶴
来
沼

石
川
梢
的
来
で
箆
す
ろ

名
脱
を
い
」
。
初
出
掛
川
山
に
『
悶
悶
村
泉
例
可
v

刷出
、
士
大

夫
袋
町
。
無
=
創
泊
-
以
刊
M
g
欠
明
。』
と
あ
る
。

l
キ

タ
ザ
ヶ
諸
制
。

ツ
ル
ギ
ザ
ケ

鶴
緑
酒

金
洲
仰
の
俳
人
友
琴
軒
。

京
到
悶
展
庄
兵
術
仮
。
若
者
の
允
融
五
年
秋
無
射
と

し
た
自
序
に
は
陥
来
舗
と
犯
さ
れ
、
同
封
卯
犯
山
の

序
に
は
創
出
酒
と
し
て
あ
る
。
句
は
四
季
則
で
、
作
者

に
芭
即
時
・
胤
式
・
比
(
角
・
乙
州
・惟
然
自
す
も
見
え
る
が
、

う
た
の
で
あ
る
が
、
従
永
中
文
字
を
約
束
に
町
め
、

紅
白
巾
創
に
彼
し
、
元
総

十
五
年
前
川
ひ
的
来
と
し

た
o
そ
の
的
木
と
白
い
た
も
の
は
mm
に
仰
仙
に
溢
ぎ

ぬ
。
滞
政
の
時
に
は
村
と
し
た
が
、
明
治
十
四
年
十

一
月
か
ら
町
制
と
し
た
。
そ
の
字
併
に
今
川
・都
町
・

上
本
問
中
本
附
・
下
本
町
・
古
町
・
北
村
通
・
出
町
・

前
開
問
・
上
京
町
・
下
東
町
・日
前
町
・知
守
剛
の
携
が

あ
る
。

五
五
八


